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任期半ばで退任された中澤前教育長から仕事を引き継いで、はや１年が過ぎました。 

この間、高等学校再編振興計画の策定などはありましたが、何やら日々の仕事に追われ、これといった

こともできないまま過ごしてしまったとの反省がしきりです。 
 

そういった中で、年末から協議を重ねて作成し、２月議会で成立した新年度の予算では、次の３つの柱

で取り組むこととしています。 
 

① 教育振興基本計画・重点プランの「知・徳・体」の目標達成に向けた取り組みの推進。 

② 経済や学力の面で厳しい環境にある子どもたちへの支援の充実、高等学校再編振興計画の着実な推進、

オリンピック・パラリンピック東京大会を契機としたスポーツの振興といった個別重点課題への対応。  

③ 南海トラフ地震対策の推進。 
 

特に、来年度は重点プランの最終年であり、その目標達成は最も大きな課題です。 
 

平成１９年度の全国学力・学習状況調査の結果などを受けて、県教委・市町村教委・各学校などの教育

機関、教育関係者が危機意識を共有しながら、また、保護者、地域の協力もいただいて頑張っていただい

た結果、「知・徳・体」それぞれの面で、随分改善が進んできました。 

ただ、ここに来て、「知」の面では、小・中学校全体として踊り場での足踏み状態が続き、知識・技能を

活用する思考力・判断力・表現力に課題が残っているほか、中学校では、まだまだ全国レベルとはかなり

の差があります。「徳」の面では、暴力行為、不登校、中途退学などの率が全国でもワースト５以内の状態

が続いています。「体」の面では、小・中学校とも全体として体力向上が図られていますが、中学校では、

まだ全国レベルとの差が残っています。 

このように、教育改革の取り組みの成果は出ているものの、未だ道半ばにあり、重点プラン最終年とな

る来年度には、関係者全ての力を合わせて目標を達成させていただきたいと願っています。 
 

今後の取り組みに当たって、学校現場の皆様に一番お願いしたいことは、「知・徳・体」の育成を、それ

ぞれの分野で切り離すことなく、一体的に進めていただきたいということです。このことにおいて、各学

校で作成し実行する学校経営計画の重要性がはっきりすると思います。また、

経営計画に基づく組織的な取り組みをひたすらに継続することにより、それ

ぞれの学校において、そこで教え、学ぶ者が誇りを持ち、守り抜こうとする

校風のようなものが生まれてくるものと思いますし、その「校風」は、子ど

もたちの「知・徳・体」を高いレベルで保っていくことを可能にするはずで

す。学校経営計画の目的を端的にいえばこうした「校風」を生み出し、守っ

ていくことに尽きるのではないかとも思っております。そして、その「校風」

の構成要素には、保護者や地域など、外から学校を支えてくれる人達や組織

が含まれているということにも、思いを致していただきたいと思います。 
 

重点プランの目標は、一つの成果指標に過ぎないとも言えます。しかし、その達成に向かって学校現場、

市町村教育委員会、県教育委員会など関係者が一丸となって取り組むことには大きな意味があると思いま

す。これからの高知県や日本を担う子どもたち一人ひとりが、自ら学び、高い志を持って行動できる自立

した人間に成長できるよう、一緒に頑張っていきましょう。 

高知県教育長 田村 壮児   
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平成 27年度 高知県教育委員会の取組の概要    

2 



高知県教育だより 第 39 号（平成 27 年 3 月発行） 

 
 

■⾼知県学⼒定着状況調査について 

本調査は、子どもたちの学習の定着状況を把握するとともに、これまでの課題の改善状況を捉え、学習指導

の充実や指導方法の改善に生かし、学習内容を確実に定着させていくために実施しています。 

調査問題には、根拠を基に自分の考えを説明する力、必要な情報を読み取って説明する力などを問う内容を

出題し、より質の高い授業づくりへのメッセージを込めています。 

今回は、１月９日に実施した調査結果の概要と、今後のさらなる学力向上に向けた取組について紹介します。 
 
■調査結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の取組について 

・「学校経営計画」に基づく組織的な学力向上の取組により、授業改善を図っていきます。 

・単元テストや学習シート、思考力問題集などを活用し、知識・技能の定着と思考力・判断力・表現力等の

育成を図ることができるよう、各教科において質の高い授業づくりを進めていきます。 

 

 
 

■ことばの⼒育成プロジェクト推進事業 平成 26年度「⾼知県わくドキ！ショートコメントコンテスト」 

 「きっとある キミの心に ひびく本」の中から本を読み、伝えたい相手を決めて作文する本コンテストに、

過去最高の 7,152 点もの応募がありました。短い言葉にぎゅっと詰めた思いが伝わる作品が多くありました。 

 

 

■ことばの⼒育成プロジェクト推進事業  平成 26年度「学校新聞づくりコンクール」 

各教科等で学習したことを「新聞」に表現し、その作成過程で工夫したことや学んだこと等を発表する本コ

ンクールに、今年は 4,759 点の応募がありました。昨年度よりもさらにレベルアップした作品や発表でした。 

 

 

■高知県算数・数学思考オリンピック 

算数・数学における考える楽しさを味わうことを目指した「算数・数学思考オリンピック」を開催しました。

約 3,000 人の申し込みがあり、36 点が入賞しました。見つけた法則を言葉や式などを用いて論理的に説明す

るなど、工夫のある解法から、子どもたちの思考力・表現力の豊かさを実感することができました。 

 

 

 

なお、上記の各受賞作品は、小中学校課ホームページに掲載する予定です。ぜひ、ご覧ください。 

      小中学校課ホームページ http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310301/ 

本調査の結果から⾒えてきたこと 

☆国語における文章の敬体と常体の違い、接続語の役割の理解や算数・数学における作図する方法の理解など、

基礎的・基本的な知識や技能に関する問題について、改善傾向にあります。 

★文章の内容を正確に捉えること、また、複数の資料を関連付けて読み取ったり、根拠を明らかにして自分の

考えを書いたりすることなどには引き続き課題が見られます。 

小中学校課：教育課程担当 088-821-4638・学⼒向上担当 088-821-4908 

【小学校の部】安芸市立川北小学校 ６年 森岡
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高知市立城北中学校 ３年 グループ名：３－２マリア 「私たちの未来新聞」 

⼦どもたち⼀⼈ひとりに確かな学⼒を育むために 〜平成 2６年度⾼知県学⼒定着状況調査〜    

わくドキ！ショートコメントコンテスト、学校新聞づくりコンクール、算数・数学思考オリンピックについて  
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本ハンドブックの電子データを、学校安全対策課ＨＰに掲載していますので、ご活用ください 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/ 

 

 

「高知県安全教育プログラム」に基づく高校生用の防災学習教材として、『～南海トラフ地

震に備えて「助かる人・助ける人」になるために～高校生のための防災ハンドブック』を作

成し、防災学習に活用していただくよう、県内全ての高校生に配付しました。 

このハンドブックは、授業の教材としての活用だけではなく、通学時等に日頃から携帯し

ていただくことも意図して、いざという時に的確に判断し行動するために必要な情報を掲載

しています。 

各学校においては、このハンドブックを活用し、子どもたちの命を守る防災育を徹底して

いただきますようよろしくお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発⾏者＞ 

高知県教育委員会事務局 

教育政策課 

  (TEL)088-821-4731 

  (FAX)088-821-4558 

(E-mail)310101@ken.pref.kochi.lg.jp  

編集後記 

「夢のかけ橋」第３9号をお届けします。 
 
新年度のスタートです。今後もいろいろな情報を皆様にお届けしていきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
本広報紙への感想やご要望がございましたら、発行者までお寄せください。 
 

教育委員会ホームページ：http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/ 
 

＜注＞現時点での予定です。日程の都合により変更される場合があります。

13 日 新入学児童への防犯ブザー、交通安全傘、防犯笛、贈呈式  

（高知市 県庁西庁舎教育長室 9:30～） 
 
18 日 市町村指導事務・義務教育関係指導主事合同連絡協議会  

（高知市 教育センター本館 9:30～） 
 
10 日  第１回県立学校長会議 

（高知市 高知共済会館 9:30～） 
 
11 日  高知県公立学校教員採用候補者選考審査説明会 

（東京都 航空会館 9:30～） 
 
13 日  高知県公立学校教員採用候補者選考審査説明会 

（高知市 教育センター本館 19:00～） 

（安芸市 安芸市民会館 19:00～） 
 
14 日  地区別公立小・中学校長会（西部管内） 

（宿毛市 宿毛市立宿毛文教センター 9:00～） 
 
13 日  高知県公立学校教員採用候補者選考審査説明会 

（高知市 教育センター本館 19:00～） 

（四万十市 四万十市中央公民館 19:00～） 
 
16 日  地区別公立小・中学校長会（東部管内） 

（安田町 安田町文化センター 9:00～） 
 
17 日  地区別公立小・中学校長会（中部管内） 

（高知市 サンピアセリーズ 9:00～） 
 
17 日  県立学校副校長・教頭会議 

（高知市 教育センター分館 10:00～） 

 

（4 月、5 月の主なもの） 
 
 
18 日  高知県公立学校教員採用候補者選考審査説明会 

（京都市 こどもみらい館 9:30～） 
 
19 日  高知県公立学校教員採用候補者選考審査説明会 

（高知市 教育センター本館 9:30～） 
 
22 日 平成 27 年度高知県市町村教育長会議 

   （高知市、県立ふくし交流プラザ 13:30～） 
 
24 日 県立学校事務長会議 

（高知市 教育センター分館 10:30～） 
 
24 日 定例教育委員会 

（高知市 県庁西庁舎教育委員室 13:30～） 
 
24 日 平成 27 年度高知県町村教育長会総会・研修会 

（高知市 高知共済会館 14:30～） 
 
25 日 高知県公立学校教員採用候補者選考審査説明会 

（大阪市 アプローズタワー 9:30～） 
 
 
 
 
 
11 日 平成 27 年度第 1 回教育総合会議 

  （高知市 高知共済会館 13:30～） 
 
19 日 定例教育委員会 

（高知市 県庁西庁舎教育委員室 13:30～） 
 
25 日 平成 27 年度学校経営診断研修会 

（高知市 教育センター本館 13:30～） 
 
30 日 PTA・教育行政研修会（安芸地区） 

（安田町 安田町文化センター 13:50～） 
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学校安全対策課 学校安全担当 088-821-4533 

防災教育ノススメ  「高校生のための防災ハンドブック」について 

 高知県の将来を担う子どもたちが、いかなる状況下でも「自らの命を守りきる」
力を身に付けることができるよう、全ての学校で防災教育を徹底しましょう！ 

 


